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危機管理課 

庁内危機管理体制強化に向けた新たな取組みについて 

 

 自然災害の激烈化、多様な危機事態の顕在化に対して、市としてのさらなる対応力

強化のために、庁内危機管理体制強化に向けた新たな取組みを開始する。 

区分 
令和３年度防災シニア

マイスター講座 

南海トラフ地震臨時情

報対応マニュアル【第

２版】の運用 

防災訓練等ガイドライン

（試行）【庁内版】の運用 

背景 

と 

狙い 

 ６年間に亘る防災マ

イスター育成講座での

成果（２００人強を認

定）をベースに、防災対

応の即戦力となる人材

を育成 

 南海トラフ臨時情報

への対応について、地

域防災計画において全

体像を記述したことを

受け、発表区分毎の庁

内での対応手順を整

理・具体化 

 組織改編や人事異動に

伴い、災害対応のノウハ

ウ継承が不確実となるこ

と等により、習熟度の積

み上げが課題 

 災対本部各班（課）及び

職員個人の自発的・主体

的な訓練実施を促進 

概要 

 少数精鋭の最大７人

程度の中堅職員を対象

に、年間４８時間（従来

の２倍）の講座を実施。

野外実習を主体として、

判断力・実践力を習得 

 南海トラフ臨時情報

発表区分に応ずる市の

対応体制、業務の流れ、

全般対処構想の枠組

み、住民避難の判断フ

ロー等を整理・具体化 

 防災訓練等の目的・目

標及び災対本部各班等が

年間を通じて行うべき防

災訓練等の課目・時間・内

容、効果的訓練実施のポ

イントを提示 

ポイ

ント 

◆実践的講座メニュー 

 災害現場研究、地域災

害史の掘り起こし、災害

時の生存自活のノウハ

ウ、ドローン操作実習等 

（自衛隊での生活体験

も調整中） 

◆実習を通じて危険を

察知する力、自ら判断

し、行動する力を養成 

◆女性職員が複数名参

加 

◆市の災害対応で、特定

業務を担任する場合あ

り。  

◆令和元年度の本部運

営訓練及び住民参加の

実動訓練、令和２年度

の本部運営訓練での検

証結果及び県のガイド

ライン公表を踏まえ、

従来の対応マニュアル

を全面改訂 

◆対応上の課題 

①事前避難対象地域設

定の要否 

②要支援者避難時の福

祉避難所等の避難先確

保 

◆職責に応じた訓練実施

の責務を明示 

◆市で起こり得る各種危

機事態への対応目標（機

能別・危機事態別）を明示

し、そのための災対本部

等各班の訓練目標、訓練

課目、訓練要領、訓練実施

時間の基準を明示併せ

て、職員個人が自己啓発

で習得すべき事項を明示 

◆各班（課）には、年度当

初に、年間の訓練計画と

年度末に訓練実績の報告

を求める。 
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